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№ D-6 

【様式２】 

部門名 校内研修プログラム開発・実践部門 
エントリー名  鹿児島県霧島市立三体小学校 津田金造 
          平成 29年度第２回中堅教員研修 

活動名  学力アップ三体小メソッド 
PDCA サイクルに基づく校内研修 

解決すべき課題 

昨今，児童の学力低下が喫緊の課題である。児童に「確かな学力」を身に付けさせるために，教員は常に
研修に励み，力量を高めていく必要がある。本研究は，平成 29 年度第２回中堅教員研修で履修した組
織マネジメントの考えを基に，ビジョンや方針を確実に教員全体に示した。各々の教員が，同じ方向性をも
って，資質や能力を駆使しながら，相互に学び合い，高め合う校内研修を探りたいと考え，設定した。 

目標・方針 
 
 

仮 説 
「探究的学習」と「習得的学習」のバランスを考えた学習過程や環境を

工夫すれば，基礎的・基本的な知識・技能や思考力・判断力・表現力
等が身に付き，主体的に学び続ける教員が育成できるのではないか。 

活動内容 

・ 「探究」と「習得」のバランスを図った学習過程の構築       
・ 話合い活動の工夫，PDCA サイクルを基にした校内研修の充実  

主体的に学び続ける教員の育成 
活動の成果 

○  組織的なＰＤＣＡサイクルを基に，学力向上の共通課題を発見し，課題改善に取り組んだことは，授
業構成力，実践力などの授業力を向上させる上で，有効であった。（図１） 

○  学習過程に「探究」と「習得」のバランスを図ったことで，基礎的・基本的な知識・技能と思考力・判断
力・表現力等の相関性を保ちながら，高めることができた。（表１） 

○  ワークショップ型研修が，教員の専門性，協働性を高め，児童の学力向上につながった。（図２） 
○  授業でペア学習やグループ学習での話合い活動を取り入れたことで，言語活動の充実が図れ，課題に
対する見方や考え方の視野が広がり，理解を深めることができた。（図３） 

○ 前期，後期の学力及び教員の意識調査の結果から，いずれの項目も向上できた。教員からは，「学校
全体で，各々が同じ意識をもって取り組めたことは，意義がある。」と感想が寄せられた。（グラフ１） 

アピールポイント（アイディアや工夫） 

○  校内研修における，教員一人一人の学び合いは，自己の力量を高め，意欲や探究の向上につながり，
延いては児童の学力向上に還元できた。 

○  「基本的な学習過程」を明確に示し，学校全体で共有することで，授業改善の新たな視点が開かれるだけで
なく，学校全体の学力を向上することができた。 

○ ＰＤＣＡサイクルの考えの基，学校組織全体を活性化することができた。また，学習過程の流れやワークショ
ップ型研修，本校独自のメソッドを設定したことで，次年度へ持続性をもたせ，反映させることができた。 

 

 
 

 

 
 

 

支援 

連動 

 
 課題 

・ 児童の学力 
・ 教員の授業力 

 

図１ ＰＤＣＡサイクルの考え 
表１ 学習過程 

図２ ワークショップ型研修 

図３ 話合い活動の仕方 グラフ１ 前期，後期の学力及び意識調査 

知識・技能や思考力・判断力・表現力等の育成 


